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大きく悪化するのは、1 年のうち 7 月末〜8 月下旬に限定され、毎年発生するわけでは
2ない。






















2. 1. 1. 論文全体としての目的を「はじめに」の部分に記すべき。
2. 1. 2. 第 6章の第 1節と第 2 節の一部は、第 5 章の人とヒグマとの関係に関する
章へ移した方が倫理の流れが分かりやすくなる。
2. 2. 3. 「結言」で知床はどの様な将来を選択すべきなのかを示すべきである。





2. 2. 1. 「はじめに」の項に、本論文が全体として目指す研究目的が明記された。
2. 2. 2. 第 6 章の第 1節、第２節の一部の項を、第 5章に移して再構成した。
2. 2. 3. 「結言」において、知床のヒグマ個体群の保護管理と地域社会とヒグマの
関わりに関する将来方向について検討し、提言を行った。
2. 2. 4. 本論文の題目を「知床国立公園およびその周辺地域におけるヒグマの生態
と保護管理について Ecology and Management of Brown Bear in and around
3the Shiretoko National Park」から「知床国立公園・知床世界自然遺産地域
およびその周辺地域におけるヒグマの生態と保護管理に関する研究 Ecology
and Management of Brown Bear in and around the Shiretoko Natural World
Heritage Site Including the Shiretoko National Park」と変更する。
３ 本論文の評価
















3. 4 本論文の独創性・新規性： 本論文は以下の点において独創的である。
3. 4. 1. バイオプシダート法による大型食肉類の遺伝子試料の採取法を国内で初め
て行った。このことで識別個体数は飛躍的に増加し、個体群の血縁構造や移動
分散の実態解明に寄与した。
3. 4. 2. 麻酔銃によって非拘束下のヒグマを不動化する手法を我が国のクマ類研究
の中では初めて確立した。これにより特定の個体を選択的に捕獲して標識調査
を行うことが可能となった。
3. 4. 3. 北海道のヒグマの冬眠穴の構造や立地条件を明らかにし、さらに行動圏の
中での冬眠穴の配置を継続的に調査した初の研究例である。
3. 4. 4. 肥満度判定によって、栄養状態と食物資源の関係を容易にかつ継続的に対
比して研究できることを示した。




3. 4. 6. 長期的な人とヒグマの遭遇状況の調査から、保護が進展するとヒグマの人
に対する馴化が進み、人を回避しないヒグマの割合が非常に高くなることが示
された。
43. 5 本論文の学術的意義・社会的意義： 本論文は以下の点において学術的・社会的意義が
ある。
3. 5. 1. 特定の地域において、野生動物の生息状況を長期にわたってモニタリング
することにより、その生態や人間社会との関わりの変化を把握・分析し、科学
的に評価できることを示した。
3. 5. 2. 大型食肉類、大型草食動物、植生などの相互作用が生態系に大きな影響を
及ぼし、ひいては地域社会と野生動物の関係性にまで影響が及ぶことを示した。
3. 5. 3. 広い行動圏をもち、人との軋轢を生じさせうる大型食肉類においては、自
治体横断的な広域連携の管理体制が必要であることが、遺伝子分析や GPS 標識
等による行動追跡調査で明らかとなった。
3. 6 本論文の人間科学に対する貢献： 本論文は、以下の点において、人間科学に対する貢
献がある。
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